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本書におきまして，下記の誤りがございました。読者の皆様には謹んでお詫び申し上げますとともに，

下表のとおり訂正いたします。 

 

 

版次・ 

刷数 
該当箇所 誤 正 

第 1版 

第 1 刷 

p.101  

図表 47・３ 

1 行目左から２列目 

４ １ 

 
p.114 

下段 2～3 行目 

具体的には、面積が減る場合が該

当します。 

それ以外の変更（賃料や契約期間

の変更）は③です。 

面積が減る場合，契約期間が短縮す

る場合が該当します。 

それ以外の変更（賃料変更や契約期

間の延長）は③です。 

 

p.115 

図表 54・３ 

2 行目最右列 

面積の減少 
面積の減少 

期間の短縮 

 

p.115 

図表 54・３ 

3 行目最右列 

期間変更 期間の延長 

 
ｐ.116 

下段８行目 
それ以外 その他 

 

p.149 

図表 70・３ 

3 行目最左列 

2 3 

 
p.152 

上段１行目 

リース範囲の縮小には該当しませ

ん。 

リース範囲の縮小およびその他の

契約条件の変更に該当します。 

 
p.152 

上段８行目 

契約期間の短縮はリース範囲の縮

小には該当しないため，リース負

債の金額を修正します。 

契約期間の短縮はリース範囲の縮小

および割引率の変更に該当するた

め，既存リースの一部解約およびリ

ース負債の金額を修正します。 

 
p.152 

下段１～６行目 

契約変更時から…（中略）…減額

する必要があります。 

までを右のように修正。 

まず，リース範囲の縮小としてリ

ースの一部解約（1 年短縮）の会

計処理を行います。図表 69・3 か

らリース負債の減少額は 16,339 千

円－11,156 千円＝5,183 千円，使

用権資産の減少額は 5,195 千円，

差額 12 千円が損益です。 



 

p.152 

下段１～６行目 

（続き） 

 

次に，契約変更時から 2 年間の賃

料を割引率 6%で割り引いてリース

負債を計算すると，11,000 千円で

す。割引率の変更によってリース

負債を 156 千円（11,156 千円－

11,000 千円）減額します。使用権

資産はリース負債の修正額と同額

を修正します（図表 72・４）。 

 
p.152 

下段最終段落 

このように，契約期間の短縮はそ

の他の契約変更として，変更後の

契約条件で再計算したリース負債

と変更前のリース負債の差額を修

正します。 

このように，契約期間の短縮はリ

ース範囲の縮小によるリースの一

部解約，変更後の契約条件で再計

算したリース負債とリース範囲の

縮小による修正後リース負債の差

額を修正します。 

 
p.153 

図表 72・４ 

【訂正後】 

図表 72・4 契約変更時の会計処理 

(借) リース負債*1  ...,5,183 千円    (貸)使用権資産*2  5,195 千円 

損失*3        12 千円 

(借) リース負債*4     156 千円    (貸)使用権資産*5    156 千円 

*1：リース負債の減少額＝16,339千円－11,156千円＝5,183千円 

*2：使用権資産の減少額＝5,195千円 

*3：損失＝5,195千円―5,183千円＝12千円 

*4：リース負債の減少額＝11,156千円－11,000千円＝156千円 

*5：使用権資産の減少額＝リース負債の減少額と同額 

 
p.160 

下段左から 2 行目 
オフバランス オンバランス 

 


